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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

資格取得者及び資格喪失者の抽出においては適正な把握を行うことで当初予算額のとおり保険料を徴収することができた。ま

た、第5期介護保険事業計画に伴い改定された介護保険料の上昇分については。納付者の混乱が生じない様、平準化作業を6

月に実施することができた。

改革改善

の考え方

①問題

点

サービス付き高齢者向け住宅における入居者の把握(特に特定施設から移行した者)

②改革

提案

市民課、納税課等の関係課や介護保険施設との連携により把握する。

総事業費①+② 7,791 12,295 17,477

人件費計（千円）② 0 5,722

10,510

正規職員所要時間 1,600

臨時職員所要時間

一般財源 7,791 12,295 11,755

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 7,791 12,295 11,755 10,510

25年度予算額 特定財源内訳、補足

10,510

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

65歳年齢到達者・65歳以上の転入者等の資格取得者を把握し、被保険者

証の交付及び介護保険料の賦課を行う。

転出者・死亡者等の資格喪失者を把握し、介護保険料の精算を行う。

被保険者全員に対して、介護保険料の納付書又は特別徴収通知書を交

付する。

第5期（平成24年度～26年度）介護保険計画に伴い改定された介護保険

料の周知を図る。

介護保険被保険者数（人）

特別徴収対象者数（人）

29,801

28,483

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

介護保険の被保険者は、飯田市に在住する満65歳以上の高齢者。

被保険者の対象者を的確に把握し、被保険者証を交付するとともに介護保険料を賦課する。

転出者・死亡者等は被保険者から外れるため、介護保険料を精算し、還付等の手続きを行なう。

保険料の徴収は、特別徴収(年金からの天引)が約9割あり、残りが普通徴収であるが、普通徴収の収納業務は納税課で担当している。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

100 100 100

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

被保険者証交付者数／被保険者対象者数 100

28年度見込み

被保険者数(人) 29801

意図（どういう状態

にするか）

介護保険被保険者証の交付、介護保険料の賦課を適正

に行うことにより安定した制度運営を確保し、高齢者が安

心して暮らすことが出来る

向上させたい上位施

策の成果指標

安心して暮らせている高齢者の割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 介護保険の被保険者

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 35 高齢者福祉の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 介護高齢課 係等名 介護保険係

事業種別 政策 開始 12 終了

事務事業名

会計 介護保険

介護保険特別会計　介護保険料賦課徴収業務
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